
熊野石原2号橋　補修図(その1)

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

熊野石原2号橋

庄原市

図示

S=1:30

＜塗替塗装工＞

凡　例

表　示 塗装の種類

塗装箇所

右岸側 左岸側

A2A1

側 面 図

下流側

2
00

0
上流側

10
0
0

6240

6262

A1A2

左岸側 右岸側

12
20

1
27
2

14
2513
50

12
20

1
16
7

1 3
97

1
38

0

91
9

H 200×200×8×12

橋　長 L=6282

7
65

6

流
向

桁下面

平 面 図

6240

6262

A2

A1

A
A

90
3

1
41

3
1
30

2
15

89
1
4
29

10
18

右岸側 左岸側

19
95

10
00

10
00

20
17

A-A断面

7656

903 1413 1302 1589 1429 1018

上流側 下流側

H 300×150×6.5×9

H 200×200×8×12

9
00

DeckPlate

コンクリート舗装 t=200

2
00

留意事項

 ・施工前には必ず現況寸法実測を行い、

　 図面照合等の確認ののち施工寸法や数量を確定すること。 
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熊野石原2号橋　補修図(その2)

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

熊野石原2号橋

熊野石原2号橋　補修図(その2)

庄原市

図示

A1

G1桁

U.FLG(下面)

L.FLG(上面)

Web(上流側)

Web(下流側)

L.FLG(下面)

A2

G2桁

G1

上 下

S=1:20

U.FLG(下面)

L.FLG(上面)

Web(上流側)

Web(下流側)

L.FLG(下面)

A1 A2

G2

上 下

右岸側 左岸側

右岸側 左岸側

H 300×150×6.5×9

H 300×150×6.5×9

位置図

A1

A2

G1

G2

G3

G4

G5

左岸側右岸側

流
向

留意事項

 ・施工前には必ず現況寸法実測を行い、

　 図面照合等の確認ののち施工寸法や数量を確定すること。 

28
2

6216

2
82

6271

1
5
0

6216

28
2

6216

15
0

6216

1
5
0

6216

15
0

6271

28
2

6271

15
0

6271

15
0

6271

凡　例

表　示 塗装の種類

塗装箇所

＜塗替塗装工：主桁＞
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工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

熊野石原2号橋

熊野石原2号橋　補修図(その3)

庄原市

図示

A1

G3桁

U.FLG(下面)

L.FLG(上面)

Web(上流側)

Web(下流側)

L.FLG(下面)

G4桁

G3

上 下

U.FLG(下面)

L.FLG(上面)

Web(上流側)

Web(下流側)

L.FLG(下面)

A1

G4

上 下

熊野石原2号橋　補修図(その3) S=1:20

A2

A2

右岸側 左岸側

右岸側 左岸側

H 300×150×6.5×9

H 300×150×6.5×9

位置図

A1

A2

G1

G2

G3

G4

G5

左岸側右岸側

流
向

留意事項

 ・施工前には必ず現況寸法実測を行い、

　 図面照合等の確認ののち施工寸法や数量を確定すること。 

28
2

6212

2
82

6137

1
5
0

6212

28
2

6212

15
0

6212

1
5
0

6212

15
0

6137

28
2

6137

15
0

6137

15
0

6137

凡　例

表　示 塗装の種類

塗装箇所

＜塗替塗装工：主桁＞
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工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

熊野石原2号橋

熊野石原2号橋　補修図(その4)

庄原市

図示

A1

G5桁

U.FLG(下面)

L.FLG(上面)

Web(上流側)

Web(下流側)

L.FLG(下面)

熊野石原2号橋　補修図(その4) S=1:20

G5

上 下

A2

右岸側 左岸側

A1側横桁

下流側 上流側

上 下

U.FLG(上面)

L.FLG(上面)

Web(終点側)

U.FLG(下面)

Web(起点側)

上流側 下流側

H 300×150×6.5×9

H 200×200×8×12

A2側横桁

位置図

A1

A2

G1

G2

G3

G4

G5

左岸側右岸側

上 下

U.FLG(上面)

L.FLG(上面)

Web(起点側)

U.FLG(下面)

Web(終点側)

流
向

留意事項

 ・施工前には必ず現況寸法実測を行い、

　 図面照合等の確認ののち施工寸法や数量を確定すること。 

※露出部だけ計上

28
2

6125

1
76

6012

1
76

1000

1
5
0

6125

28
2

6125

15
0

6125

1
5
0

6125

20
0

6012

20
0

6012

20
0

6012

17
6

6012

20
0

1000

20
0

1000

20
0

1000

17
6

1000

凡　例

表　示 塗装の種類

塗装箇所

＜塗替塗装工：主桁,横桁＞

H 200×200×8×12
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工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

熊野石原2号橋

熊野石原2号橋　補修図(その5)

庄原市

図示

熊野石原2号橋　補修図(その5)

桁 下 面

右岸側 左岸側

A1

A2

流
向

G1

G2

G3

G4

G5

S=1:20

留意事項

 ・施工前には必ず現況寸法実測を行い、

　 図面照合等の確認ののち施工寸法や数量を確定すること。 

40 125

47

190

デッキプレート詳細図
S=1:5

6262

6240

7
31

3

7
90

5

凡　例

表　示 塗装の種類

塗装箇所

＜塗替塗装工：床版(デッキプレート)＞
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熊野石原2号橋　補修図(その6)

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

熊野石原2号橋

熊野石原2号橋　補修図(その6)

庄原市

図示

A1

G1桁

U.FLG(下面)

L.FLG(上面)

Web(上流側)

Web(下流側)

L.FLG(下面)

A2

G2桁

G1

上 下

S=1:20

U.FLG(下面)

L.FLG(上面)

Web(上流側)

Web(下流側)

L.FLG(下面)

A1 A2

G2

上 下

右岸側 左岸側

右岸側 左岸側

0.17×0.7

0.07×0.95

0.13×1.0

0.08×0.5

0.07×0.9

0.07×0.9

H 300×150×6.5×9

H 300×150×6.5×9

位置図

A1

A2

G1

G2

G3

G4

G5

左岸側右岸側

流
向

0.05×1.0

0.07×1.0

0.15×1.0

0.07×1.0

0.05×0.5

0.15×0.9

0.05×0.9

0.05×0.9

0.05×0.25

0.05×0.95

留意事項

 ・施工前には必ず現況寸法実測を行い、

　 図面照合等の確認ののち施工寸法や数量を確定すること。 

凡　例

補修対策工

紫外線硬化型FRP接着工縦 × 横

(m)   (m)

表　示＜鋼桁補修工：主桁＞

1

64

8

11 12

13 14

3

10

2

5

7 9

15

16
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工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

熊野石原2号橋

熊野石原2号橋　補修図(その7)

庄原市

図示

A1

G3桁

U.FLG(下面)

L.FLG(上面)

Web(上流側)

Web(下流側)

L.FLG(下面)

G4桁

G3

上 下

U.FLG(下面)

L.FLG(上面)

Web(上流側)

Web(下流側)

L.FLG(下面)

A1

G4

上 下

熊野石原2号橋　補修図(その7) S=1:20

A2

A2

右岸側 左岸側

右岸側 左岸側

0.21×1.25

0.1×0.85

0.07×4.9

0.15×0.95

0.07×1.3

0.07×1.8

H 300×150×6.5×9

H 300×150×6.5×9

位置図

A1

A2

G1

G2

G3

G4

G5

左岸側右岸側

流
向

0.05×1.8

0.05×1.8

0.05×0.35

0.07×4.9

0.15×4.9

0.05×1.25

0.05×4.9

0.05×1.3

0.05×0.62 0.05×0.93

留意事項

 ・施工前には必ず現況寸法実測を行い、

　 図面照合等の確認ののち施工寸法や数量を確定すること。 

凡　例

補修対策工

紫外線硬化型FRP接着工縦 × 横

(m)   (m)

表　示＜鋼桁補修工：主桁＞

17

22

24

26

30

18 19

21

23

25

27 28 29

31

32

20

市道熊野石原線(熊野石原2号橋)橋梁補修工事
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工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

熊野石原2号橋

熊野石原2号橋　補修図(その8)

庄原市

図示

A1

G5桁

U.FLG(下面)

L.FLG(上面)

Web(上流側)

Web(下流側)

L.FLG(下面)

熊野石原2号橋　補修図(その8) S=1:20

G5

上 下

A2

右岸側 左岸側

A1側横桁

下流側 上流側

上 下

0.2×0.3

0.09×0.9

0.175×0.08

0.09×0.2

0.2×1.4

L.FLG(下面)

L.FLG(上面)

Web(終点側)

U.FLG(下面)

Web(起点側)

0.2×0.97

上流側 下流側

0.17×0.45 0.12×0.75 0.18×2.35

0.15×1.8

0.07×6.125

0.07×0.7 0.07×3.0

0.15×0.7

0.15×3.95

H 300×150×6.5×9

H 200×200×8×12

A2側横桁

位置図

A1

A2

G1

G2

G3

G4

G5

左岸側右岸側

上 下

L.FLG(下面)

L.FLG(上面)

Web(起点側)

U.FLG(下面)

Web(終点側)

流
向

0.05×0.250.05×1.9

0.05×1.475

0.05×2.575

0.05×0.9

0.05×0.97

0.05×0.97

0.05×1.2

0.09×0.08 0.05×1.32

0.05×0.08

留意事項

 ・施工前には必ず現況寸法実測を行い、

　 図面照合等の確認ののち施工寸法や数量を確定すること。 

凡　例

補修対策工

紫外線硬化型FRP接着工縦 × 横

(m)   (m)

表　示＜鋼桁補修工：主桁,横桁＞

33 34 35 36

40

44 45

49

50 52 54

58

56 57

555351

48

46 47

43

41 42

393837

市道熊野石原線(熊野石原2号橋)橋梁補修工事
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30×30

30×30

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

熊野石原2号橋

熊野石原2号橋　補修図(その9)

庄原市

図示

熊野石原2号橋　補修図(その9) S=1:20

桁 下 面

右岸側 左岸側

A1

A2

流
向

0.13×0.13

0.12×0.12

0.35×0.14

0.8×1.5

0.15×0.125

0.61×0.41

0.12×0.12

0.11×0.13

0.3×0.15

0.12×0.12
0.12×0.12

0.12×0.12

0.2×0.13

0.13×0.12
0.13×0.13

0.24×0.14

0.68×0.165

2.2×0.18

1.95×0.1

0.13×0.12

0.12×0.12

0.27×0.14

0.25×0.14

0.12×0.12

0.12×0.12

0.12×0.12

0.12×0.12

0.13×0.13

0.15×0.15

0.14×0.14

0.13×0.13

0.14×0.14 0.13×0.13

0.14×0.14

0.13×0.13

0.25×0.2

0.12×0.12

0.16×0.13

0.13×0.13

0.3×3.55

1.01×0.1

1.0×0.1

1.07×0.15

0.2×0.12

0.26×0.13

0.675×0.13

0.34×0.15

0.3×0.13

0.55×0.13

0.25×0.14

0.2×0.17

0.81×0.14

0.47×0.14

0.23×0.130.2×0.13

G1

G2

G3

G4

G5

床　版

0.13×0.13

0.13×0.13

0.13×0.13

留意事項

 ・施工前には必ず現況寸法実測を行い、

　 図面照合等の確認ののち施工寸法や数量を確定すること。 

凡　例

補修対策工

紫外線硬化型FRP接着工縦 × 横

(m)   (m)

表　示＜鋼桁補修工：床版(デッキプレート)＞

59

60
68

69

61

62

63

64

65

67

66

70 71

72

73

74

75

76
77

78

91

90

89

92

80

79

81

82

83

84

85

88

86

87

93 95 96

97

100

98

99

94

105

104

103

102

101

107

106

108

109

110

112

111

115

116

113

114

40 125

47

190

デッキプレート詳細図
S=1:5

*
*

*
*

*

※図面上の「*」箇所は平面寸法のため

　数量は、デッキプレート実寸法/平面寸法を乗す。

市道熊野石原線(熊野石原2号橋)橋梁補修工事
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塗替塗装工

２　素地調整（2種ケレン相当）

４　下塗（2回）

５　中塗

３　下地処理

６　上塗

1.塗膜除去は湿式工法（塗膜剥離剤塗布）とし、既設塗膜をすべて除去する。

2.塗装は刷毛およびローラーを用いる。

※塗替塗装工事について

　本橋の塗膜には鉛の含有（790mg/kg）が確認されている。そのため、施工時には

「鉛作業主任者」を配置し、下記規則に準拠して適切に作業を行うこと。

１　塗膜剥離剤塗布

　剥離剤で除去できない箇所は、吸塵式ディスクサンダー等の電動工具と手工具を併用し、

※施工手順

　粉じん対策を考慮しながら塗膜除去を行う。

鉛中毒予防規則

労働安全衛生法（表示・文書交付制度）

※1:水系塗膜剥離剤1回塗布で塗膜が除去できない場合は、2回目0.75㎏/m2を塗布する。

水系塗膜剥離剤塗布(1回目:0.75㎏/m2)

素地調整（2種ケレン）

脱脂剤兼用防錆被膜処理剤(40g/m2)

下塗（1回目）：変性エポキシ樹脂系特殊塗料下塗(100g/m2)

下塗（2回目）：変性エポキシ樹脂系特殊塗料下塗(100g/m2)

中塗：弱溶剤形無機ふっ素樹脂塗料中塗(140g/m2)

上塗：弱溶剤形無機ふっ素樹脂塗料上塗(140g/m2)

　剥離剤使用前に安全データシート(SDS)を確認し、人体に及ぼす作用や取扱い上の注意を把握すること

※塗膜除去工事について（ベンジルアルコールを含む製品）

・剥離剤の吹き付け等では送気マスクを使用

・かき落し作業では送気マスク又は防じん機能を有する防毒マスクを使用（吸収缶の破過に注意）

・保護眼鏡、不浸透性の保護衣、保護手袋、保護長靴の使用

・作業場所の通風が不十分な場合の排気装置の設置など

＜主な対策＞

注記）

熊野石原2号橋　補修要領図

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

熊野石原2号橋

熊野石原2号橋　補修要領図

庄原市

図示

ガラス繊維(25㎜)

紫外線硬化型FRPシート工

貼付け面

水色フィルム

不飽和ポリエステル樹脂

ガラス繊維マット
透明フィルム

母材(貼付け面)

鋼材及びコンクリート

3層目 FRPシート貼付け

紫外線硬化型ポリエステル樹脂製FRPシート

2層目 不陸調整

ガラス繊維入りポリエステル樹脂製パテ

1層目 プライマー塗布

一液湿潤硬化型ウレタン系プライマー

※紫外線硬化型ポリエステル樹脂製FRPシートは、

　難燃性 UL94 規格において V-0 以上とする。

※紫外線硬化型ポリエステル樹脂製FRPシート工法は

　NETIS NO,旧 CB-990022-V同等品以上とする。

断面図

２　プライマー塗布

４　FRPシート貼付け

５　端部処理

３　不陸調整

６　FRPシート硬化

１　ケレン

※　施工手順

７　中塗

８　上塗

※貼付面は乾燥状態であること

※貼り代は50m以上とすること

※含有量試験結果、溶出試験結果

分析の対象 含有量試験 溶出試験

PCB

鉛

六価クロム

18 mg/kg

790 mg/kg

50未満 mg/kg

0.0005未満 mg/L

0.58 mg/L

0.05未満 mg/L
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（タイタンコート相当品)



熊野石原2号橋　仮設計画図(案)

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

熊野石原2号橋

熊野石原2号橋　仮設計画図(案)

庄原市

図示

S=1:30

右岸側 左岸側

A2A1

側 面 図

下流側
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左岸側 右岸側
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橋　長 L=6280

流
向

桁下面

平 面 図

4740

6260

A2

A1

右岸側 左岸側

断 面 図

上流側 下流側

：片側朝顔防護工(TYPE E)

：吊足場(TYPE A1)

TYPE A1

TYPE E

TYPE A1

TYPE E

1
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0

1
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0
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0

4750

6230

7
31

0 7
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足場板

ころばしパイプおやごパイプTYPE A1

吊足場

剥離剤用養生シート

防炎シート

800 940 8001010

1740

(TYPE E)

1810

(TYPE E)

(TYPE A1)

板張り+シート張防護

足場板

安全ネット

TYPE E

片側朝顔防護足場

60
0

留意事項

 ・本仮設図は下部工を考慮していないため

　 施工前には必ず現況寸法実測を行い、

　 図面照合等の確認ののち施工寸法や数量を確定すること。 

4740
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